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第 10 話  毛利氏の興起
こ う き

 

      川中島の第 1 回戦と同じ年に起こった安芸
あ き

の 厳
いつく

島
しま

の戦い。  

名族の大
おお

内
うち

氏と尼
あま

子
こ

氏を 忽
たちま

ちのうちに滅
ほろ

ぼして、毛
もう

利
り

元
もと

就
なり

が 10 余カ国の領主となる。 

 

厳
いつく

島
しま

の 戦
たたか

い 

戦国時代には、日本全国いたるところで勢
せい

力
りょく

の 争
あらそ

いが起
お

こったので、すでに度
たび

々
たび

述
の

べて来
き

た通
とお

り、戦争
せんそう

もまた 従
したが

って到
いた

るところで行われたが、中でも上杉謙
けん

信
しん

と武田信
しん

玄
げん

とが初めて川
かわ

中
なか

島
じま

に戦った同じ年（ 後
ご

奈良
な ら

天皇の弘
こう

治
ぢ

元年 ）の 10 月、信濃
しなの

とは遠
とお

く離
はな

れた安
あ

芸
き

の国（広島県西部）の厳
いつ

島
しま

（訳注：宮島
みやじま

）に起こ

った 戦
たたか

いは、1 日にして中国地方の形勢
けいせい

を 全
まった

く一
いっ

変
ぺん

してしまったもので、とりわけ注 目
ちゅうもく

すべき戦いの一

つとなっています。 

  厳
いつく

島
しま

の 戦
たたか

いは、毛
もう

利
り

元
もと

就
なり

と陶
すえ

晴
はる

賢
たか

とが戦って、晴
はる

賢
たか

が滅ぼされたのですが、この戦いの意義
い ぎ

を知
し

るた

めには、先
ま

づ其
そ

の頃の中 国
ちゅうごく

地方の形勢
けいせい

を一瞥
いちべつ

しておく必要
ひつよう

があります。 

  さて、関東で、北
ほう

條
じょう

早
そう

雲
うん

が崛
くっ

起
き

して、その子の氏
うじ

綱
つな

が頻
しき

りに勢
せい

威
い

を張
は

っていた頃、中国地方に強
つよ

い勢
せい

力
りょく

をもっていたのは、周
す

防
おう

（山口県南部）の大
おお

内
うち

氏
し

と出
いづ

雲
も

（島根県東部）の尼
あま

子
こ

氏とでした。 

                   

 京
きょう

極
ごく

高
たか

秀
ひで

 ---- 高
たか

詮
あきら

(京極氏)       

               （尼子氏） 

            --- 高
たか

久
ひさ

 –- 持
もち

久
ひさ

 —- 清
きよ

久
ひさ

 -- 経
つね

久
ひさ

---- 政
まさ

久
ひさ

--- 晴
はる

久
ひさ

 --- 義
よし

久
ひさ

     

                                                      -- 国
くに

久
ひさ

—-- 豊
とよ

久
ひさ

  -- 倫
とも

久
ひさ

        

                                                              ---  誠久
まさひさ

 ---- 勝
かつ

久
ひさ

 

山陰
さんいん

の尼子
あまこ

氏
し

 

尼子
あまこ

氏は室町時代の四
し

職
しょく

の 1 家である京 極
きょうごく

氏の 1 族でして、持
もち

久
ひさ

の代にはじめて京極氏の 名
みょう

代
だい

とし

て出雲の守護
しゅご

職
しょく

となり、山
さん

陰
いん

に下
くだ

ったのでした。 その子の清
きよ

久
ひさ

は、京極氏の命
めい

を聞かなかったために逐
お

い

しりぞけられたが、後に、清
きよ

久
ひさ

の子の尼子経
つね

久
ひさ

が密
ひそ

かに出雲に帰って、尼子氏に取って代わっていた代官
だいかん

 塩
えん

治
や

氏を滅
ほろ

ぼして、富田
と だ

城に拠
よ

ってからは、しきりに四方を蚕 食
さんしょく

して、ついに出雲
いづも

、隠岐
お き

、因幡
いなば

、伯耆
ほうき

の諸国

を併
あわ

せ、更
さら

に石
いわ

見
み

を侵
おか

したり、安芸を 略
りゃく

したりして、ますますその勢 力
せいりょく

を張
は

っていました。 

山陽の大内
おおうち

氏 

  この山陰の尼子
あまこ

氏と 境
さかい

を接
せっ

していたのが、山陽の大内
おおうち

氏です。 大内氏の祖先
そせん

は百済
くだら

の帰化人
きかじん

から出

ています。 代々周防
すおう

（山口県東南部）にいて、 大 内
おおうちの

介
すけ

と 称
しょう

していたが、義弘
よしひろ

に至
いた

って大いに 現
あらわ

れた。 

将軍義
よし

満
みつ

の時に、義弘
よしひろ

が乱
らん

を 企
くわだ

てて（ 第２話の「関
かん

東
とう

管
かん

領
れい

と永
えい

享
きょう

の乱
らん

」に少し述べたように ） 誅
ちゅう

され

て、家は一時 衰
おとろ

えたが、後
のち

また次
し

第
だい

に勢いを回
かい

復
ふく

した。 彼の玄孫
げんそん

 義
よし

興
おき

に至って、ますます盛
さか

んとなり、
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ついにその領地は周防、長門、豊前、筑前、安芸、石見の 6 カ国に及
およ

んだ。  

大内氏はまた室町時代から、代々明
みん

および朝鮮との貿易
ぼうえき

をも管理
かんり

していたので、これによっても莫大
ばくだい

な利
り

益
えき

を収
おさ

めて、財
ざい

政
せい

もまた 頗
すこぶ

る豊
ゆた

かでしたので、その城下の山口
やまぐち

は、京都にもまさったほどに賑
にぎ

わって、世

に 西 都
にしのみやこ

とまで呼ばれ、そのころ関東で大いに繁 昌
はんじょう

していた小田原と並
なら

び 称
しょう

せられて、東西の 2 大都会と

いわれました。 

大内
おおうち

義
よし

興
おき

 

  それで、応仁
おうにん

の乱
らん

の前後
ぜんご

に、京都で生活
せいかつ

に苦
くる

しんでいた公
く

卿
ぎょう

達
たち

の中には、山口に来て義
よし

興
おき

の世話
せ わ

にな

った者が少なくなかったが、8 代将軍の足利義
よし

植
たね

もまた彼を頼
たよ

ってきた一人です。 はじめ義
よし

植
たね

は管領
かんれい

の

細川
ほそかわ

政元
まさもと

に廃
はい

されると、逃
に

げて、ほうぼうに行って、政元
まさもと

を倒
たお

そうと図
はか

ってみたが、ついに 1 つも成功
せいこう

しな

かったので、山口に来たのでした。 すると、大内義
よし

興
おき

はこれを奉
ほう

じて京都に行って、再び義
よし

植
たね

を将軍職に

つけて、自分は管領代
だい

となって 11 年の間これを補佐
ほ さ

した。  

そのために京都は、めづらしくも一時よく治
おさ

まったので、義
よし

興
おき

はその功によって従
じゅ

三位
さんみ

に叙
じょ

せられた。 

武士にしてこの位を授
さづ

かったものは、これまでに 畠
はたけ

山
やま

持
もち

国
くに

と赤
あか

松
まつ

政
まさ

則
のり

とがあっただけでしたという事です。 

この一事を見ても、いかに義
よし

興
おき

の勢 力
せいりょく

が盛
さか

んであったかがわかります。 後に国に帰ってからは、尼子氏と

しばしば戦って、しきりに勝利を博
はく

したが、ついに 享
きょう

禄
ろく

元年 12 月に、52 才を以って薨
こう

じた。  

        （大内氏） 

琳
りん

聖
しょう

太
たい

子
し

 --正
まさ

恒
つね

 –(十五代略)- 弘
ひろ

世
よ

 – 義
よし

弘
ひろ

 -– 持
もち

世
よ

 == 教
のり

弘
ひろ

 – 政
まさ

弘
ひろ

 - 義
よし

興
おき

 – 義
よし

隆
たか

 == 義
よし

長
なが

  
                                                                               （大友義鑑子） 

                             -- 持
もち

盛
もり

 --- 教
のり

幸
ゆき

     

                                                    -- 教
のり

弘
ひろ

        

大内
おおうち

義
よし

隆
たか

 

    義
よし

興
おき

 の後は、その子の大内義
よし

隆
たか

が家を嗣
つ

いだ。 尼子氏とは尚
なお

互いに戦って、勝ったり負けたりしてい

たが、やがて備後
びんご

（広島県東部）もまた彼の勢
せい

力
りょく

範
はん

囲
い

に帰
き

した。 又、九州のほうへも頻
しき

りに兵をだして、

騒乱
そうらん

を鎮
しづ

めたりして、彼はますますその声望
せいぼう

を高めた。  

  其
そ

の頃
ころ

、朝廷の御 衰
おとろ

えが 甚
はなは

だしく、第 105 代 後
ご

奈
な

良
ら

天皇は御践祚
せんそ

の後、 10 年になってもまだご即位
そくい

の式をお挙
あ

げにならないというような始末
しまつ

でした。 この時、義
よし

隆
たか

はその費用
ひよう

を 奉
たてまつ

ったので、その功
こう

によ

り、太宰
だざい

の大
だい

弐
に

に補
ほ

せられ、昇 殿
しょうでん

をゆるされた。 その後はしきりに官位を進められて、ついに従
じゅ

二位
に い

に進

み、兵部
ひょうぶ

卿
きょう

に任
にん

ぜられたが、一方で、彼は家の富
ふ

強
きょう

を恃
たの

んで、次第
しだい

に心が驕
おご

って来た。 政
せい

治
じ

を 怠
おこた

り、軍
ぐん

備
び

を 顧
かえり

みなかった上に、軍功
ぐんこう

などの少
すこ

しもない、お世
せ

辞
じ

の 上
じょう

手
ず

な阿
あ

諛
ゆ

丁
てい

寧
ねい

の徒
と

のみを近
ちか

づけて、日夜
にちや

 酒宴
しゅえん

に耽
ふけ

り、あるいは茶
ちゃ

の湯
ゆ

、蹴鞠
けまり

などの遊び
あそび

を事
こと

としていた。 家老
かろう

の陶
すえ

晴
はる

賢
たか

が大いにこれを憂
うれ

いて、たびた

び諌
いさ

めたが、義
よし

隆
たか

は少しもその言
こと

葉
ば

を用
もち

いないのみか、却
かえ

って 晴
はる

賢
たか

を嫌
きら

って遠
とお

ざけるようにした。 

陶
すえ

晴
はる

賢
たか
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  それで、晴
はる

賢
たか

はついに腹
はら

を立
た

てて、兵をあげて大内義
よし

隆
たか

を討とうとした。 義
よし

隆
たか

ははじめて 驚
おどろ

いて、あ

わてて兵を集
あつ

めて 自
みづか

らを守
まも

ろうとしたが、彼の人
じん

望
ぼう

は既
すで

に地
ち

に堕
お

ちてしまっていたので、いくらも集まらな

かった。 そうこうするうちに、晴
はる

賢
たか

の兵にその居
きょ

館
かん

を囲
かこ

まれたので、今はいかんともすることが出来なく

なり、ついに安芸の毛
もう

利
り

元
もと

就
なり

に復
ふく

讐
しゅう

してくれるようにという依頼
いらい

の手紙
てがみ

を出しておいて自殺
じさつ

した。 時に天

文 20 年の 9 月で、義
よし

隆
たか

は 45才でした。 

  大内氏の後
あと

は、義
よし

隆
たか

の姉の子の義
よし

長
なが

を晴
はる

賢
たか

が九州の大友家
おおともけ

から迎
むか

えて継
つ

がせたが、しかし、これはただ体
てい

裁
さい

を 整
ととの

えただけの事であって、実
じっ

際
さい

の政
せい

治
じ

や何
なに

かは、ことごとく晴
はる

賢
たか

が自分の思
おも

うままにした。 勿論
もちろん

、義
よし

隆
たか

が驕
ごう

奢
しゃ

に耽
ふけ

って諫
かん

言
げん

を用いなかったのはよくないが、といっても、主君
しゅくん

を弑
しい

した晴
はる

賢
たか

のよくないことはい

うまでもない。 ここにも戦国時代の「下克上
げこくじょう

」の 1 つの例
れい

をわれわれは悲
かな

しく見ます。 

  ところで、大内義
よし

隆
たか

から復 讐
ふくしゅう

を依頼
いらい

された毛
もう

利
り

元
もと

就
なり

は、一体どういう人でしたか？ 

安芸
あ き

の毛利
もうり

氏
し

 

  そもそも毛利
もうり

氏は、源
みなもと

頼
より

朝
とも

に仕えた大江
おおえ

広元
ひろもと

から出ています。 広元
ひろもと

の子の季光
すえみつ

が相模
さがみ

の毛利の 庄
しょう

を

領
りょう

して始めて毛利氏を 称
しょう

したので、安芸に移ったのは季光
すえみつ

の孫の時
とき

親
ちか

の代でした。 彼は、足利
あしかが

尊
たか

氏
うぢ

に属
ぞく

して功
こう

があったので、安芸の吉田
よしだ

の地頭
じとう

職
しょく

に補
ほ

されたのです。（ 吉田は広島市の東北 42 km のところにあっ

て、今は町になっている ） それで、代々その地の郡 山
こおりやま

城に住んで毛利 弘元
ひろもと

に至
いた

った。  

           （毛利氏） 

大
おお

江
え

広
ひろ

元
もと

 -- 季
すえ

光
みつ

 –- 経
つね

光
みつ

 -- 時
とき

親
ちか

 –(七代略)-- 弘
ひろ

元
もと

 -- 興
おき

元
もと

 –- 幸
こう

松
まつ

丸
まる

                                                           

                                       - 元
もと

就
なり

 ---- 隆
たか

元
もと

 –- 輝
てる

元
もと

 -- 秀
ひで

就
なり

       

                                                              -- 元
もと

春
はる

 （吉川氏を継ぐ）      

                                          --- 隆
たか

景
かげ

 （小早川家を継ぐ）                   

元
もと

就
なり

の生
お

い立
た

ち 

   元
もと

就
なり

は弘
ひろ

元
もと

の子です。 幼名は 松
しょう

寿
じゅ

丸
まる

といった。 幼い時から 頗
すこぶ

る聡
そう

明
めい

であったということで、それ

についてはいろいろな逸話
いつわ

なども伝えられている。  

ある時、お守役
もりやく

の者に負
お

われて川を渡
わた

った時に、お守役の者が石につまづいて、川の中に倒
たお

れたので、松
しょう

寿
じゅ

丸
まる

も共にびしょぬれになった。 お守役の者はすぐに起
お

き上
あ

がって、無
ぶ

事
じ

に岸
きし

にのぼったが、すっかり恐
おそ

れ

入
い

って、おわびをすると、松
しょう

寿
じゅ

丸
まる

は笑
わら

って、「普通
ふつう

の途
みち

を歩いても 躓
つまづ

くことはある。 況
ま

して川の中のこと

だ。 お前
まえ

のつまづいたのは、背中
せなか

にいるわたしの事にばかり気
き

を取
と

られていたからだろう。 何
なに

も心配
しんぱい

す

ることはない」といって、少しも咎
とが

めなかったということです。 

  又、12 才の時に、お供
とも

をつれて 厳
いつく

島
しま

神社に参詣
さんけい

したが、その帰りに、「お前たちは何を祈
いの

ったか？」と

お供
とも

の者に尋
たづ

ねた。 「若 様
わかさま

が安芸全体のご領 主
りょうしゅ

におなりになるようにとお祈り申しました」と答えると、

「なぜ天下の 主
あるじ

となるようにと祈らなかったのだ？ 棒
ぼう

ほど願
ねが

って針
はり

ほど叶
かな

うというではないか。 天下

の主となろうと思って、やっと中国の主となることが出来るくらいのものだ。 中国の主となろうと思ったの
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では、やっと 1 国の主ぐらいにしかなれない。 況
ま

して、初めから 1 国の主となろうなどと願ったのでは、

いったい何になれると思う」と言ったので、お供の者らは大いに 驚
おどろ

いて、感嘆
かんたん

したということです。 

元
もと

就
なり

、家
いえ

を継
つ

ぐ 

  さて、 弘
ひろ

元
もと

の後は、元
もと

就
なり

の兄の興
おき

元
もと

が継いだが、興
おき

元
もと

は元
もと

就
なり

が 23 才の時に亡くなったので、その

子の幸
こう

松
まつ

丸
まる

がその後を承
う

けた。 この時、幸
こう

松
まつ

丸
まる

は僅
わづ

かにに 5 才の幼年でしたので、万
ばん

事
じ

は元
もと

就
なり

が後
こう

見
けん

し

て、これを輔
たす

けることにした。 ところが、幸
こう

松
まつ

丸
まる

は 9 才で病死
びょうし

して、興
おき

元
もと

には外
ほか

に子が無かったので、

元
もと

就
なり

が分
ぶん

家
け

から入
はい

って本
ほん

家
け

を継
つ

ぐことになった。 そこで、彼は、これまでいた猿
さる

掛
かけ

城 ( 郡
こおり

山
やま

城の西約 4 

km のところ) から毛利氏の本 城
ほんじょう

である郡山城に移ってその城 主
じょうしゅ

となった。 第 104 代 後
ご

柏 原
かしわばら

天皇の大永

3 年 7 月のことで、毛利元
もと

就
なり

が 27 才の時でした。 

 

  

 大内
おおうち

氏
し

と結
むす

ぶ 

しかし、そのころの毛利氏の領地は、僅
わづ

かに安芸国の 1 小部分だけだったので、その勢力などはもとより言
い

う

にも足
た

らなかった。 しかも北には山陰の尼子
あまこ

氏がおり、西には山陽の大内
おおうち

氏がいて、少しでも油断
ゆだん

していた

ら、いつ滅
ほろ

ぼされるかも知れないような有様
ありさま

でした。 それで、元
もと

就
なり

は、初めは主
しゅ

として尼子
あまこ

氏に頼
たよ

って家
いえ

を

保
たも

ってたが、尼子氏はややもすれば毛利氏を倒
たお

そうとするような様子
ようす

でしたので、後には、ついに意
い

を決
けっ

して
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大内
おおうち

氏に頼
たよ

ることにした。 彼は先づ長子
ちょうし

の隆
たか

元
もと

を山口に送
おく

って人質
ひとじち

とした上で、大内義
よし

隆
たか

と固
かた

く結
むす

んで尼

子氏に対抗
たいこう

しました。 

ところが、尼子氏は天文 10 年 11 月に経
つね

久
ひさ

が 88 才で亡くなって、孫の晴
はる

久
ひさ

が家を継
つ

いだ頃から、次第

にその勢力が 衰
おとろ

えはじめたので、元
もと

就
なり

はやや安心して、その後は一層 心
ごころ

を領地の政治
せいぢ

に用
もち

いた。 元
もと

就
なり

は

よく士
し

民
みん

をいたわり励
はげ

ますと共に、ますます兵
へい

を集
あつ

めて 力
ちから

を 養
やしな

っていた。 その矢先
やさき

に起
お

こったのが天文
てんもん

20 年の大内家の騒動
そうどう

です。 この時、元
もと

就
なり

は 55 才でした。  

仇
あだ

討
う

ちの 準
じゅん

備
び

 

  毛利元
もと

就
なり

は初め、陶晴
はる

賢
たか

が大内義
よし

隆
たか

を弑
しい

した時には、晴
はる

賢
たか

の身方
みかた

をするような風
ふう

をしながら、しきりに

兵を進
すす

めて安芸国内の大内氏の城を 陥
おとしい

れていた。 彼は斯
こ

うして先づ自分の 領
りょう

地
ち

を広
ひろ

めたのです。 しか

し、やがて義
よし

隆
たか

の復
ふく

讐
しゅう

を依
い

頼
らい

する手
て

紙
がみ

を見
み

ると、「自分はこれまで義
よし

隆
たか

の恩
おん

を受
う

けているのだから、恃
たの

まれ

なくても仇
あだ

討
う

ちをすべきであるのに、手
て

紙
がみ

を貰
もら

った以
い

上
じょう

はなおさらだ」とて、ひそかにその準備
じゅんび

にかかった。 

しかし、まだまだ晴
はる

賢
たか

を討
う

つほどの勢
せい

力
りょく

が毛利氏には無かったので、あわてずせかずに、彼はその勢 力
せいりょく

を 養
やしな

いながら、機会
きかい

の到
いた

るのを待
ま

っていた。  

吉
よし

見
み

正
まさ

頼
より

 

  すると、天文 23 年の 5 月、かねて陶
すえ

晴
はる

賢
たか

と仲
なか

のわるかった石見
いわみ

国津和野
つ わ の

（島根県西部）の城主吉
よし

見
み

正
まさ

頼
より

が、公然
こうぜん

と晴
はる

賢
たか

に叛
そむ

いたので、晴
はる

賢
たか

は大軍を率いて津和野に向った。 この時、安芸の南部の、今の広島市

附近の諸城の守
しゅ

将
しょう

も多くは晴
はる

賢
たか

に従って出発した。  

すると、元
もと

就
なり

は、一方で吉見氏に援兵
えんぺい

を送ると共に、一方

で、これらの守将の留守
る す

になった諸城を襲
おそ

って、しだいにこれ

を落
お

として行って、ついに 厳
いつく

島
しま

をも占 領
せんりょう

した。 晴
はる

賢
たか

は津和

野でこれを聞いて大いに 驚
おどろ

き、すぐに 1 将を元
もと

就
なり

に差
さ

し向
む

け

たが、これは 忽
たちま

ち脆
もろ

くも打
う

ち破
やぶ

られた。 

晴
はる

賢
たか

はますます驚いて、吉
よし

見
み

氏と体
てい

よく和
わ

を講
こう

じて兵を津

和野から引き上げると、大軍を 催
もよお

して、一
いっ

挙
きょ

に毛利氏を滅
ほろ

ぼ

そうとした。 

毛利元
もと

就
なり

の策戦
さくせん

 

  この時、陶
すえ

氏の軍は少なくとも 30,000 はあっただろうに、

毛利
もうり

氏の軍は 5,000 にも足
た

らないくらいでした。 そこで、 

  

       毛
もう

 利
り

 元
もと

 就
なり

 

元
もと

就
なり

は考えました。 この多
た

勢
ぜい

と無
ぶ

勢
ぜい

で、普通
ふつう

に広
ひろ

い平
へい

地
ち

で 戦
たたか

ったのでは、とても勝利はおぼつかない。 ど

こか狭
せま

い、険阻
けんそ

な、大軍
たいぐん

が自由
じゆう

には活動
かつどう

出来ないようなところにおびき寄
よ

せて、不
ふ

意
い

にこれを襲
おそ

ったならば、

きっと勝利
しょうり

を得
え

られようと。  

彼はつくづくと思案
しあん

をめぐらした末に、 厳
いつく

島
しま

の 有
あり

の浦
うら

 (今の連絡船
れんらくせん

の着
つ

く附
ふ

近
きん

 ) に城を築
きづ

くことに
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した。 老臣
ろうしん

らはその地が攻
せ

められ易
やす

く、守
まも

り難
がた

いことを説
と

いて頻
しき

りに反対したが、元
もと

就
なり

は一切
いっさい

これを聞き

入れずに、ついに、そこに宮尾
みやお

城を築いて、部下の己斐
こ い

氏に 300 の兵を授
さづ

けてこれを守らせた。 実
じつ

に天文

23 年の翌年
よくねん

、 即
すなわ

ち、弘
こう

治
ぢ

元年 5 月のことです。 

  そして城が出来上がると同時に、元
もと

就
なり

は巧
たく

みに次のような 噂
うわさ

を世
せ

間
けん

に立
た

てさせた。 「 元
もと

就
なり

は老臣
ろうしん

の

諌
いさ

めを聴
き

かずに、厳島に城を築いたが、今は一
いっ

生
しょう

の 過
あやま

ちであったといって、つくづく後 悔
こうかい

しているそうだ。  

というのは、もし優勢
ゆうせい

な敵
てき

が厳島に上 陸
じょうりく

して、四方
しほう

に船を出して交通
こうつう

を絶
た

ったならば、身方はいかんともこ

れを救
すく

うとが出来ないからである。 せめては敵を厳島に渡
わた

さないようにして、この 過
あやま

ちを取
と

り返
かえ

そうと、

今は 専
もっぱ

らそれに苦
く

心
しん

している」と。 

晴
はる

賢
たか

が 厳
いつく

島
しま

に渡
わた

る 

  この噂が伝
つた

わり伝わって来たのを晴
はる

賢
たか

は山口で聞いて、大いに喜んだ。 そうだ、先づ厳島を占 領
せんりょう

して、

晴
はる

賢
たか

は元
もと

就
なり

めに一泡
ひとあわ

ふかせて、その勢い
いきおい

に 乗
じょう

じて安芸 1 国を奪
うば

い返
かえ

してくれよう。 毛利氏を打
う

ち滅
ほろ

ぼす

ことなどは 瞬
またた

くうちだと、早速
さっそく

に命
めい

令
れい

を下
くだ

して、弘治元年の 9 月 3 日に、自ら 20,000 余騎
よ き

を率いて山口

を出 発
しゅっぱつ

して、その 7 日に岩国
いわくに

に着
つ

いた。 この時、家来
けらい

の弘
ひろ

中
なか

隆
たか

兼
かね

が、厳島に渡
わた

るのは元
もと

就
なり

の計
けい

略
りゃく

に 陥
おちい

る所
ゆ

以
えん

で、 頗
すこぶ

る危
き

険
けん

であるといって諌
いさ

めたが、晴
はる

賢
たか

はこれを聴
き

こうともしなかった。  

晴
はる

賢
たか

はここで準備
じゅんび

を 整
ととの

えて、幾日
いくにち

かの後に、500 艘
そう

の船をつらねて、岩国の今津
いまづ

を出 帆
しゅっぱん

すると、まっ

すぐに厳島に行って、大元
おおもと

の浦
うら

に上 陸
じょうりく

した。 そして陣
じん

を塔
とう

の岡
おか

 ( 今の千
せん

畳 敷
じょうじき

及び五重塔のある 処
ところ

) に

取って、毛利氏の城を見おろすようにした。 なんだ、こんな小城
こじろ

を、ただ一
ひと

揉
も

みに揉
も

みつぶしてくれるぞ、

と気負
き お

ったことでしょう。  

元
もと

就
なり

の部署
ぶしょ

 

  実際
じっさい

、この時に、宮尾
みやお

城には僅
わづ

かに 300 人しかいないのですから、晴
はる

賢
たか

がその大軍を以
も

って討
う

ちかかれ

ば、すぐにも 陥
おちい

りそうでした。 陥ってしまえば元
もと

就
なり

の計 略
けいりゃく

はだめになる。 しかし、元
もと

就
なり

はもとより手

ぐすね引
ひ

いて待
ま

っていたのですから、どうしておめおめと落 城
らくじょう

などさせる筈
はず

があろう。 時は弘治元年の 9 

月下旬、元
もと

就
なり

はその兵 3,500 ～3,600 を率いて本営
ほんえい

を草津
くさつ

（ 今の広島市の西南 4 km の処 ）から地
じ

御前
ごぜん

 （ 厳

島の対岸で、草津から西南約 12 km 、今の宮島口駅からは東北約 4 km の処 ）に移
うつ

して、そこで諸将の手分
て わ

け

をした。  

たまたま伊予の来 島
くるしま

、能島
のじま

らの諸氏が水
すい

軍
ぐん

を率
ひき

いて来て援
たす

けたので、大いに勢いを得て、先づその兵を

3 軍に分けた。 第 1 軍は元
もと

就
なり

自
みづか

ら精兵
せいへい

3,000 を率いて厳島の東北岸 鼓
つつみ

ヶ浦
うら

に上陸し、博
ばく

奕
ち

尾
お

の嶮
けん

を越
こ

え

て背面
はいめん

から陶
すえ

氏の陣
じん

を襲
おそ

うことにした。 第 2 軍は元
もと

就
なり

の第 3 子 小
こ

早
ばや

川
かわ

隆
たか

景
かげ

を将として正面に向かい、宮

尾城の兵と相
あい

応
おう

じて敵
てき

軍
ぐん

を牽制
けんせい

させることとした。 第 3 軍は来島
くるしま

、能島
のじま

らの水軍
すいぐん

で、これは安芸の本土
ほんど

に

沿
そ

って、敵の水軍に備
そな

えさせた。  

暴
ぼう

風
ふう

雨
う

の夜
よる

 

  手分
て わ

けがすっかり決
き

まって、いよいよ出発の準備にかかっていると、9 月 30 日の日が暮
く

れてから、俄
にわ

か
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に暴
ぼう

風
ふう

雨
う

が起
お

こった。 夜になると、晦日
みそか

（訳注：旧暦で新月）のことですから、海
かい

上
じょう

は真
ま

っ暗
くら

な上に波

が高かったが、元
もと

就
なり

は却
かえ

ってこれを天の助
たす

けだと喜んだ。 この天候
てんこう

険悪
けんあく

に 乗
じょう

じて急に敵の不意
ふ い

を襲
おそ

えば、

必
かなら

ず 勝
しょう

利
り

が得
え

られると信
しん

じたからであります。 それで、その夜中
よなか

に 出
しゅっ

発
ぱつ

を命
めい

じた。  

この時、彼は自分の船にだけ灯火
ともしび

を 1 つつけて、それを目印
めじるし

にさせて島に渡
わた

ると、船をことごとく対岸
たいがん

に還
かえ

してしまったということです。 九死
きゅうし

に一 生
いっしょう

の戦いで、晴
はる

賢
たか

の首
くび

を取
と

るか、元
もと

就
なり

の首を取らせるか、2 

つに 1 つの瀬戸際
せ と ぎ わ

ですから、全軍の者に決死
けっし

の覚悟
かくご

をさせたのです。 又、敵
てき

の 正
しょう

面
めん

に向
む

かった小
こ

早
ばや

川
かわ

隆
たか

景
かげ

は、大胆
だいたん

にも数多
あまた

の敵船
てきせん

の中に分
わ

け入
い

って、敵に咎
とが

められると、筑前
ちくぜん

の兵がお身方
みかた

にまいったのだと答えて、

無事に上 陸
じょうりく

して、敵陣
てきじん

の近
ちか

くで夜
よ

明
あ

けの総攻撃
そうこうげき

を待
ま

っていたということです。 

不
ふ

意
い

打
う

ち  

  明けて 10 月 1 日、夜の間に博
ばく

奕
ち

尾
お

の嶮
けん

を越えた元
もと

就
なり

の軍が急に鬨
とき

をつくって晴
はる

賢
たか

の本陣
ほんじん

に攻
せ

め下
くだ

ると、

隆
たか

景
かげ

及び城中の兵もこれに応
おう

じて鬨
とき

をあげて、3 方から一時にどっと攻め立てた。 風
ふう

雨
う

を恃
たの

んで 全
まった

く警
けい

戒
かい

を 怠
おこた

っていた晴
はる

賢
たか

の軍
ぐん

勢
ぜい

は、不
ふ

意
い

をくらって大狼
ろう

狽
ばい

して、にわかにわっと騒
さわ

ぎ出したが、狭
せま

い土地に大軍

が陣取
じんど

っているのですから、騒
さわ

げばさわぐほどますます自
じ

由
ゆう

を 失
うしな

って、ただ 徒
いたづら

に混
こん

雑
ざつ

するばかりでした。 

命令
めいれい

などは少しも行われない。 塔
とう

の岡
おか

の本
ほん

営
えい

は 忽
たちま

ちつぶれて、敗
はい

兵
へい

らは一
いっ

斉
せい

に海
かい

岸
がん

を指
さ

して逃げ出した。 

 毛利方の軍
ぐん

勢
ぜい

が烈
はげ

しくこれを追
つい

究
きゅう

すると、敗兵らはますます狼狽
ろうばい

して、先
さき

を 争
あらそ

って船
ふね

に飛
と

び込
こ

んだが、

むやみにどやどやと大
おお

勢
ぜい

が一
いち

時
どき

に乗
の

りすぎたので、見
み

る間
ま

にぶくぶくと沈
しず

んでしまうのもあり、さもないも

のも水軍
すいぐん

としては一
いっ

向
こう

に 働
はたら

けなくなってしまったところを、待ちかまえていた毛利方の水軍に急に襲 撃
しゅうげき

さ

れて、陶軍はここでもまた 全
まった

く敗
やぶ

れました。 

陶晴
はる

賢
たか

の自殺
じさつ

 

  ただ独り弘
ひろ

中
なか

隆
たか

兼
かね

だけは、こういう事もあろうかと初めから思っていたので、敵の不意打
ふ い う

ちと聞いた時

から最もよく防
ぼう

戦
せん

して、幾
いく

度
ど

も備
そな

えを立
た

て直
なお

そうとつとめて見たが、一旦
いったん

浮
う

き足
あし

立
だ

った大軍はこれをどうす

ることも出来なかった。 ついに彼も 諦
あきら

めて、この上は、せめて主
しゅ

人
じん

を無
ぶ

事
じ

に逃
に

げさせようと、陶晴
はる

賢
たか

に従 者
じゅうしゃ

をつけて急いで逃げさせた。  

しかし、海岸に出て見ると、そこにはもはや乗るべき船が 1 艘
そう

も無かったので、晴
はる

賢
たか

はどうしようかと

思案
しあん

に暮
く

れているところに、毛利方の軍
ぐん

兵
へい

がますます迫
せま

って来
き

たので、進
しん

退
たい

ここにきわまって、ついに数人

の従者と共に自殺
じさつ

しました。 又、弘
ひろ

中
なか

隆
たか

兼
かね

は、なおも最後まで踏
ふ

み止
とど

まって奮
ふん

戦
せん

したが、すでにこうまで惨
ざん

敗
ぱい

に終
お

わった上は、いかんともしようがなかったので、彼もまた自殺した。 

  こうしてこの戦いが全く元
もと

就
なり

の計画
けいかく

通
どお

りに終
お

わると、彼は城中に入って、先づ城兵の功労
こうろう

を 賞
しょう

した後、

神
しん

聖
せい

な島を汚
よご

したお詫
わ

びとして、早速
さっそく

死体
したい

を対
たい

岸
がん

に運
はこ

んだ上
うえ

（訳注：今も厳島では葬式は出せず、対岸の本

土で行う）、血
ち

に染
そ

まった土
つち

を取
と

り去
さ

り、更に厳島神社の社
しゃ

殿
でん

や回
かい

廊
ろう

を洗
あら

い清
きよ

めて、そして 自
みづか

ら参拝
さんぱい

して、

つつしんで戦
せん

勝
しょう

を神
かみ

に謝
しゃ

して、お神
かぐ

楽
ら

をあげた。 いかに彼が尋
じん

常
じょう

普
ふ

通
つう

の武
ぶ

将
しょう

と異
こと

なったところがあっ

たかは、これ 1 つを見てもわかります。 
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  それが済
す

むと、毛利元
もと

就
なり

は全軍を率いて本土
ほんど

に引きあげた。 そして地
じ

御前
ごぜん

の近くの 桜
さくら

尾
お

城に入って、

そこで陶晴
はる

賢
たか

らの首
くび

を実験
じっけん

した上、盛ん
さかん

な凱旋式
がいせんしき

を行った。 その城址
じょうし

は今は、廿日市町
はつかいちまち

の公園になってい

る。 又、 晴
はる

賢
たか

の首はその近くの洞
どう

雲寺
うんじ

に 葬
ほうむ

ったので、今も首
くび

塚
づか

がその境
けい

内
だい

に在
あ

る。 

大内
おおうち

氏
し

の滅亡
めつぼう

 

  さて、晴
はる

賢
たか

の死と共に、大内氏の勢力は 殆
ほとん

ど 全
まった

く 衰
おとろ

えたが、しかし、山口にはなお大内
おおうち

義
よし

長
なが

がいた

し、陶
すえ

氏の本城の富田
とんだ

若山
わかやま

には晴
はる

賢
たか

の子の長房
ながふさ

がいた。 それで、元
もと

就
なり

は新
あら

たに大勝利を得た勢いに乗じて、

10 月 7 日に周防に入り、岩国
いわくに

の永
えい

興寺
こうじ

に陣
じん

を置
お

いて周防の諸 将
しょしょう

を招
まね

いた。 大内氏の武将で、一時勢いに

従って晴
はる

賢
たか

に属していた者らが続
ぞく

々
ぞく

と相
あい

次
つ

いで降
くだ

って来た。  

間もなく陶氏の本城も毛利氏の軍に撃
う

ち破
やぶ

られて、陶長房
ながふさ

も自殺して、山口の大内義
よし

長
なが

もまた支えきれ

ずに長府
ちょうふ

の勝
かつ

山
やま

城に走った。 彼はそこで大友氏の援
たす

けを得
え

ようとしたが、その援兵
えんぺい

が来る前に、早くも毛

利氏の軍が攻
せ

め寄
よ

せたので、ついに義
よし

長
なが

もまた自殺
じさつ

した。 こうして大内氏は全く亡びて、その 旧
きゅう

領
りょう

地
ち

は

ことごとく元
もと

就
なり

のものとなりました。 

尼子
あまこ

氏
し

の滅亡
めつぼう

 

  すでに大内氏が亡びて、毛利氏がこれに代わって中国地方に覇
は

を称
とな

えるようになると、当然
とうぜん

に起
お

こってく

るのは、今まで大内氏の敵であった尼子氏との衝 突
しょうとつ

です。 元
もと

就
なり

は弘
こう

治
じ

 2 年のころから頻
しき

りに兵を石見
いわみ

お

よび出雲
いづも

に出して尼子氏と 争
あらそ

ったが、ついに永
えい

禄
ろく

 5年の 7 月には、自
みづか

ら大軍を率いて石見から出雲に乱
らん

入
にゅう

した。 このころ、尼子氏は晴
はる

久
ひさ

がすでに 卒
しゅっ

して、その子の義
よし

久
ひさ

が後を嗣
つ

いでいたが、その勢
せい

力
りょく

は 漸
ようや

く 衰
おとろ

えていたのです。 元
もと

就
なり

は途
みち

々
みち

に尼子氏の諸城を下
くだ

して、同 6 年の 10 月からは、その本城の富田
と だ

城に全軍を

集めて、包囲
ほうい

攻撃
こうげき

をさせた。 とはいえ富田城は、さすがに尼子氏の根拠地
こんきょち

だけあって、容易
ようい

には落
お

ちなかっ

たが、籠 城
ろうじょう

幾年
いくねん

かの後、同 9 年 11 月 21 日に至って、ついに 全
まった

く 城
じょう

内
ない

の 糧
りょう

食
しょく

が尽
つ

きてしまったために、

義
よし

久
ひさ

は出
い

でて降
くだ

った。 尼子氏はここに亡
ほろ

びた。  

十
じゅう

余
よ

国
こく

の 領
りょう

主
しゅ

 

  かくして毛利氏は、さきに大内氏の領地を併
あわ

せた上に、今また尼子氏の領地を併せたので、中国、九州の

地で 10 余国を領することとなり、大内氏よりもはるかに強 大
きょうだい

となりました。 この時、元
もと

就
なり

はすでに 70 才

の老齢
ろうれい

で、、家を継
つ

いだ年から 44 年を経
へ

ていたが、しかし思えば、小田原の北條氏が、早
そう

雲
うん

、氏
うぢ

綱
つな

、氏
うぢ

康
やす

の

3 代で成
な

し遂
と

げた事より以上の事を、彼は 1 代で成し遂げたのであります。 幼時
ようじ

に、厳島神社に参詣
さんけい

した

帰りに、従 者
じゅうしゃ

に行って聞かせたという言葉
ことば

なども、意
い

味
み

深
ぶか

く思
おも

い返
かえ

されるではありませんか。 

尼子の山
やま

中
なか

鹿
しか

之
の

助
すけ

 

  ところで、ここでついでにちょっとお話しておきたいことは、尼子氏の遺臣
いしん

に山
やま

中
なか

鹿
しか

之
の

助
すけ

幸
 ゆき

盛
もり

という 忠
ちゅう

勇
ゆう

義
ぎ

烈
れつ

の士
し

がいて、その後、幾度
いくど

か兵
へい

を起
お

こして主家
しゅか

の回復
かいふく

につとめた事であります。 彼は義
よし

久
ひさ

の又
また

従弟
いとこ

に

あたる勝
かつ

久
ひさ

を奉
ほう

じて、しばしば出雲、伯耆、因幡の間に転戦
てんせん

して、時には可
か

なりの 勢
いきお

いを得たこともあった
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のですが、天運
てんうん

拙
つたな

く、ついに、 志
こころざし

を達
たっ

することが出来ずに、尼子勝
かつ

久
ひさ

は自殺して、山
やま

中
なか

鹿
しか

之
の

助
すけ

は毛利氏

に殺
ころ

された。 正親町
おおぎまち

天皇の天
てん

正
しょう

6 年 7 月のことで、月山
がっさん

 富田
と だ

城の落
お

ちた時から 12 年の後です。 され

ば、全く尼子氏の亡びたのは、この時だともいえます。 

餅
もち

と酒
さけ

 

  さて、元
もと

就
なり

は安芸の小 族
しょうぞく

から身を起こして、よく山陰
さんいん

、山陽
さんよう

の大領主となっただけに、その心掛
こころが

けに

もふだんから大いに人とちがったところがありました。 平生
へいぜい

、座右
ざゆう

に餅
もち

と酒
さけ

とを備
そな

えておいて、酒の好
す

き

な者には酒、餅の好きな者には餅というように、おのおの将士
しょうし

の好
この

みにまかせて、これをもてなしたというこ

となどもその一例
いちれい

です。 また、 ある時、春の山路
やまぢ

に花
はな

の咲
さ

き乱
みだ

れていたのを見て、 

     うらむなよ心にもるる花もなし 

という発句
ほっく

を詠
よ

んで、士
し

民
みん

を愛撫
あいぶ

する心を寄
よ

せたこともあります。 

毛利元
もと

就
なり

の勤王
きんのう

 

  殊
こと

に元
もと

就
なり

は大義
たいぎ

に通
つう

じていたことでも、戦国時代の武将としては 誠
まこと

に少
すく

ない幾
いく

人
にん

かの中の 1 人でした。 

大内氏が滅
ほろ

びた弘
こう

治
ぢ

 3 年の 9 月に後
ご

奈良
な ら

天皇がお崩
かく

れになり、その皇子
おうじ

が践祚
せんそ

して第 106 代正親町
おおぎまち

天皇とな

られたが、 費用
ひよう

不足
ぶそく

のために即
そく

位
い

式
しき

をお挙
あ

げになる事が出来ずにいた。 この事を元
もと

就
なり

は聞いて、大いに恐
おそ

れ入
い

り、直
ただ

ちにその費用をたてまつったので、 践祚
せんそ

から 3 年の後に 漸
ようや

く即位式をあげられた。 

元
もと

就
なり

の家訓
かくん

 

  また、元
もと

就
なり

はその 3 子を 戒
いまし

めて、家
いえ

を大切
たいせつ

にさせるようにしたことでも有名です。 弘治 3 年 11 月

25 日に彼の書いた家訓
かくん

が、戦前の吉川
きっかわ

子爵家
ししゃくけ

 (吉川
きっかわ

元春
もとはる

の子孫
しそん

) に残っていますが、すべてで 13 カ条で、

それを見ると、いかに彼がねんごろに、その 3 子の毛
もう

利
り

隆
たか

元
もと

、吉
きっ

川
かわ

元
もと

春
はる

、小
こ

早
ばや

川
かわ

隆
たか

景
かげ

に 3 人が共 同
きょうどう

して、

毛利家を守るようにと 戒
いまし

めたかがよく分かります。 今その箇条
かじょう

の 2, 3 を次にあげて見ます。 

  一、 幾
いく

度
たび

も申
もう

し 候
そうろう

が、毛利という苗字
みょうじ

のこと、末代
まつだい

までもすたらぬ様
よう

、御
おん

心
こころ

懸
かけ

肝
かん

心
じん

に 候
そうろう

。 

  一、 元春
もとはる

、隆景
たかかげ

の事、他名
たみょう

の家
いえ

をつがるゝとも、それはまことの当座
とうざ

のこと、毛利の二字
じ

あだ 

愚
おろか

にも忘れられまじく候。 

  一、 申すも、もの舊
ふる

いことながら、三人の仲
なか

少しでもかけ離
はな

れては、ただただ三人滅亡
めつぼう

と思
おも

わる 

べく候。 

  一、 隆
たか

元
もと

事は、隆景
たかかげ

、元春
もとはる

を 力
ちから

と頼
たの

み、内
ない

外
がい

共
とも

に 申
もうし

付
つ

けらるべく、隆景
たかかげ

、元春
もとはる

事
こと

は当家
とうけ

さえ 

堅固
けんご

になれば、その力をもって家中
かちゅう

に申付
もうしつ

けるべく候。 

  一、 この 間
あいだ

も 申
もうし

候
そうろう

如
ごと

く、元春
もとはる

、隆景
たかかげ

に間違
まちが

いの事あらば、隆
たか

元
もと

は親
おや

気
き

をもって之
これ

を咎
とが

むべく、 

また、隆
たか

元
もと

に間違いの事あらば、両 人
りょうにん

の言
げん

に 従
したが

うべく候。 

  どこまでも兄 弟
きょうだい

仲
なか

よく、相
あい

信
しん

じ合
あ

い、相
あい

扶
たす

け合
あ

って、毛利家を守るようにというのです。 

豊栄
とよさか

神社
じんじゃ
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  かうして元
もと

就
なり

は、子孫
しそん

繁栄
はんえい

の 基
もとい

を開
ひら

いて、中国地方を平定
へいてい

してから 5 年の後、即ち元亀
げんき

 2 年の 6 月に

75 才をもって亡
な

くなった。 その墓は今も安芸の吉田町に在
あ

る。 翌年、朝廷は元
もと

就
なり

に従
じゅ

三位
さんみ

を贈られた。 

更に明治 41 年 4 月、明治天皇は特に 正
しょう

一位を贈られた。 今、周防の山口市にある別格
べっかく

官幣社
かんぺいしゃ

 豊栄
とよさか

神社
じんじゃ

は、即ち毛利元
もと

就
なり

を祀
まつ

った 社
やしろ

です。 

  長子
ちょうし

の隆
たか

元
もと

は、父に先立
さきだ

つこと 7 年、永禄 6 年

の 8 月に 41 才で亡くなったので、その子の輝元
てるもと

が

元
もと

就
なり

の後を継
つ

ぎましたが、元春
もとはる

と隆景
たかかげ

の 2 人が心を

一にして、これを援
たす

けたので、毛利氏は元
もと

就
なり

の死後
し ご

と

いえども、その 勢
いきお

いは少し
す こ

も 衰
おとろ

えなかった。 そ

の後、子
し

孫
そん

相
あい

ついで栄
さか

えて、明治維新
いしん

の時には、名
な

高
だか

い勤
きん

王
のう

藩
はん

主
しゅ

毛
 もう

利
り

敬
たか

親
ちか

を出しました。 

以下は、戦前の華族
かぞく

制度
せいど

での話です。 毛利

公爵家
こうしゃくけ

は実に元
もと

就
なり

の子孫です。 又、吉川
きっかわ

子爵
 ししゃく

家が

元春
もとはる

の子孫です。 隆景
たかかげ

の家も、江戸時代に一旦亡
ほろ

び

ましたが、また再興
さいこう

されて小早川男爵家
こばやかわ だんしゃく

となりまし

た。 

  

  山口市    豊
とよ

 栄
さか

 神
じん

 社
じゃ

 

    同じ境内
けいだい

に毛利
もうり

敬
たか

親
ちか

の霊
れい

を祀
まつ

る別格官幣社 

野田
の だ

神 社
 じんじゃ

がある 

 

( 第 10話 毛利氏の興起 終わり。  次は前頁に戻り、 第 11話  京都の疲弊 へ) 


